
令和 8 年 10 月  

堺 市 建 設 局 

 

 建設工事積算基準（堺市建設局）の改訂に伴う取扱いについて（お知らせ） 

 

令和 8 年度建設工事積算基準（堺市建設局）の改訂に伴い、主な項目について、運用上の取扱いを下

記のとおり変更しております。 

なお、本取扱いは「令和 8 年度 国土交通省 土木工事標準積算基準書（共通編）」に基づくものであり、

詳細については同基準書及び、発注時の特記仕様書等をご確認いただきますようお願いいたします。 

 

記 

 

１．一般管理費等率の取扱い 

    国土交通省にて最新の本社経費の実態を反映した一般管理費等率の改定が行われたことを踏まえ、

同様に改定します。（別紙参考資料参照） 

 

２．一般管理費等率の補正に係る取扱い 

    契約保証に係る一般管理費等率の補正について、従来は「前払金の保証がある工事」を前提としてい

ましたが、改定後は契約保証の方法に応じて補正を行う取扱いとします。 

   ※「令和８年度 国土交通省 土木工事標準積算基準書（共通編）」を参照ください。 

 

３．時間的制約を受ける公共土木工事の積算に係る取扱い 

    国土交通省にて移動時間を踏まえた積算の適正化が行われ、移動時間を考慮した歩掛へ改正された

ことを踏まえ、時間的制約を受ける公共土木工事の積算については、移動時間等を考慮した取扱いとし

ます。（別紙参考資料参照） 

 

 

 

 

 

 

 

問 い 合 わ せ 先 

 

担当課 ： 建設局 土木部 土木監理課 

電 話 ： ０７２－２２８－７４１６ 
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１．（１） ２） 一般管理費等率の改定
工 事

○ 最新の本社経費の実態を反映し、一般管理費等率を改定。
○ 引き続き、適正な利潤が確保されるよう実態調査を継続していくとともに、公共工事に従事する者に対して適正な額の賃金が

支払われるよう、賃金・労働時間等の実態調査の取組を強化していく。

30億円超え500万円超え30億円以下500万円以下

9.74%-4.97802×LOG(Cp)+56.9210123.57%

30億円超え500万円超え30億円以下500万円以下

10.63%-5.21826×LOG(Cp)+60.0834325.13%
Cp：工事原価(円）
※前払金支出割合が３５％を超え４０％以下の場合

【現行】

【改定】

一般管理費等率の改定
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＜河川工事の場合＞
※直接工事費１億円の工事では、
一般管理費等率 約1.21%増

（約1.6百万円 増）
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１．（３） 移動時間、作業休止時間等を踏まえた歩掛改定
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令和７年度は、路上工事だけでなくトンネル工事や砂防工事等においても同様の傾向が見られたことから、これを適切に反映。

○ KY活動や準備体操、現場内の移動時間や後片付け等は一日の作業時間（就業時間）に含まれており、標準歩掛においても適
切に反映されている。

○ 路上工事など常設の作業帯が現場に設けられない工事において、別途設けられた資材基地から現場への移動時間を適切に反
映できるよう、令和４年度に調査表の全面見直しを実施。

○ 令和７年度は、路上工事だけでなくトンネル工事や砂防工事等においても同様の傾向が見られたことから、これを適切に反映。

■従前の作業時間（イメージ）

■移動時間を踏まえた作業時間（イメージ）

作業開始
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作業終了
17:00

実作業 実作業
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路上路盤再生工など１１工種で、現場移動等により実作業時間が短くなり、日当たり施工量が減少している傾向が
見られた。 ⇒Ｒ８年度歩掛改正に反映

半たわみ性（コンポジット）舗装工、伸縮装置工（鋼製）、トンネル漏水対策工、濁水処理工（一般土木工事）、地すべ
り防止工（ふとんかご）、路上路盤再生工、トンネル濁水処理工、トンネル工（NATM）[発破工法]、トンネル補修補修工
（ひび割れ補修工）低圧注入工、排水構造物工（鉄筋コンクリート台付管）、笠コンクリートブロック据付工、
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時間外労働の上限規制対応【移動時間を考慮した歩掛の改正】

工 事
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○ 令和６年度より、建設機械を日々回送して使用する工種において、日当たり施工量に変動が見られたことから、
これを適切に反映。

■従前の作業時間（イメージ）

■移動時間の増加により変化した作業時間（イメージ）
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作業終了
17:00
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移動式クレーンを日々回送している３工種において、クレーンを用いた作業時間が短くなり、日当たり施工量
が減少している傾向が見られた。 ⇒令和８年度歩掛改正に反映

トンネル工（NATM）仮設備工（防音扉工）、ＰＣ橋架設工（架設機械据付・解体）、排水構造物工（鉄筋コ
ンクリート台付管）
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時間外労働の上限規制対応【建設機械の回送時間を考慮した歩掛の改正】
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作
業
準
備

準
備
体
操

Ｋ
Ｙ
活
動

作
業
指
示

１．（３） 移動時間、作業休止時間等を踏まえた歩掛改定
工 事



１．（３） 移動時間、作業休止時間等を踏まえた歩掛改定
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○ 建設現場の作業管理として行われている作業休止時間（振動作業対策、腰痛予防対策や熱中症予防対策など）が
増えたことにより、実作業時間に減少している傾向が見られたため、これを適切に反映。

■従前の作業時間（イメージ）

■作業休止時間・手待ち時間を踏まえた作業時間（イメージ）

作業開始
8:00

作業終了
17:0012:00 13:00

鉄筋工や仮囲い設置撤去工など６工種で、作業休止時間等により実作業時間が短くなり、日当たり施工量が
減少している傾向が見られた。 ⇒Ｒ８年度歩掛改正に反映

鉄筋工、仮囲い設置撤去工、土のう工、路上路盤再生工、排水構造物工（鉄筋コンクリート台付管）、
笠コンクリートブロック据付工
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